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旅を因数分解する 

高岡文章（立教大学） 

 

 人生は旅のようであるとか、旅は人生そのものであるとか。何度も聞かされ過ぎたせいで、

そのメタファーはもはや凡庸で退屈なものとして響く。いまさら口にするのも憚られる。 

 けれども、いま観光について考えようとすると、私たちはその地点に再び引き戻される。

人生などといえばおおげさであるし、世界など大き過ぎるのだから、「社会」ということにし

ておこう。「日常」といってもいい。社会と観光はどのように、どれくらい重なっているのか。

私たちの日々の日常と、旅という非日常は、どのように線引きされ、どのように関係し合っ

ているだろうか。 

 Covid-19 は私たちの社会を一変させたとまでは言えないものの、交通とコミュニケーショ

ンの進展が社会を劇的に変容させていく、いわゆるモビリティの時代を一気に加速させたと

言ってよさそうだ。私たちは、移動について、観光について、もう一度考え直さなければな

らない。旅がどのように姿を変えているのかだけがここでの焦点ではない。そもそも旅とは

どういうものなのだろうか。旅を因数分解してみたい。 
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